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HTML アプリケーションを用いた
簡易 SAS ツールの開発事例
- 臨床試験における症例数設計用ツールの構築 -
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HTAApplication本日紹介するツールの概要

〔SAS を実行する為の簡易ツール作成方法を紹介〕

ツールは HTML/JavaScriptのみで構成

GUI（マウスでメニューを選択）で操作可能

作成とメンテナンスが簡単

コストは SASのライセンス料のみ
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HTAApplication本日のメニュー

ツール作成の動機 ←

HTML アプリケーションって何？

「例数設計くん」の紹介
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HTAApplication臨床試験が終わった後は・・・

臨床試験が終わった後は・・・

・ SAS によりデータ解析を行ってから、

・ データ解析結果に関する報告書を作成する

最近の臨床試験における解析報告書の分量は膨大･･･

臨床試験ごとにプログラムを作成するのはたいへん！
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HTAApplicationプログラム作成の手間を省くには？

① SAS プログラムの汎用マクロを作成する

② SAS の汎用マクロを自動で実行するアプリケーション

（ソフト）を開発する

★ GUI で操作できるアプリケーションを開発する

★ SAS の知識が無い人でも解析報告書を作成できる

★解析報告書を作成する工数確保が楽になる
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HTAApplicationアプリケーション開発について

アプリケーション開発言語：

- C++、Java、Microsoft® Visual Basic® for App. (VBA)、Microsoft® ASP.NET® など

アプリケーション開発環境：

- SAS® AppDev StudioTM、Java Eclipse、Microsoft® Visual Studio® など

これらを用いて開発を行うデメリット

▼新しい言語を覚える労力がかかり過ぎる

▼開発費用がかかり過ぎる

▼場合によってはサーバを立てる必要がある

▼発表者（私）は知識もお金も無い。。。
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HTAApplication本日の提案っ！

〔HTMLアプリケーションを用いたツールの作成〕

★ アプリケーション作成が簡単

★ GUI を実装（メニュー操作でデータ解析が可）

★メンテナンスが簡単

※実装例として症例数設計ツールを紹介

（弊社内に解析システムが既にあったため）
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HTAApplication本日のメニュー

ツール作成の動機

HTML アプリケーションって何？ ←

「例数設計くん」の紹介
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HTAApplication提案する方法を使うメリット

必要とする知識は「ホームページ作成のための HTML 言語」と

「JavaScript の限られた知識」のみ

⇒ 予稿集に載せている知識だけでアプリケーションが作成できる

大規模なウェブアプリケーションと比較して作成とメンテナンスが簡単

PC SAS のライセンスを除く費用（サーバ代など）がかからない

本稿で紹介した方法ならば、SAS を実行することもWindows のアプリ

ケーションを実行することも出来る

⇒ SAS とその他のアプリケーションを組み合わせたレポート作成が可能
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HTAApplication(例①) シンプルな HTML アプリケーション

② ダブルクリックして
アプリケーションを起動

③「Run」をクリック
するとメモ帳が起動

<html>
<title>Sample</title>
<head>
<script type="text/javascript">
resizeTo(400,300);
function MyRun() {

MyShell = new ActiveXObject("WScript.Shell") ;
MyShell.Exec('notepad') ;

}
</script>
</head>
...........................

① 簡単な命令を書いたあと
ファイルを保存 (.hta)

〔sample1.hta〕
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HTAApplication(例①) シンプルな HTML アプリケーション

1. 作成した HTML アプリケーションを「sample1.hta」という

名前で適当なフォルダに保存する

2. 上記 1. をダブルクリックしてアプリケーションを起動

- 「マウスを右クリック」→「プログラムを実行する」から

「Microsoft (R) HTML Application host」を選択でも可

- アプリケーションを実行すると、ウインドウが表示される

3. 「Run」ボタンをクリックするとWindows のメモ帳が表示
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HTAApplication(余談) ウイルスソフトが入っていると…
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HTAApplication

外す

(余談) ウイルスソフトが入っていると…
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HTAApplication(例①) シンプルな HTML アプリケーション

<html>

<title>Sample</title>

<head>

<script type="text/javascript">

resizeTo(400,300);

function MyRun() {

MyShell = new ActiveXObject("WScript.Shell") ;

MyShell.Exec('notepad') ;

MyShell = null ; 

}

</script>

</head>

<body>

<input type="button" value="Run" onclick="MyRun()">

</body>

</html> 

01:

02:

03:

04:

05:

06:

07:

08:

09:

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

〔sample1.hta〕

プログラム
が短い♪



Page 15HTAApplication

HTAApplication(例①) シンプルな HTML アプリケーション

<html>

<title>Sample</title>

<head>

<script type="text/javascript">

resizeTo(400,300);

function MyRun() {

MyShell = new ActiveXObject("WScript.Shell") ;

MyShell.Exec('notepad') ;

MyShell = null ; 

}

</script>

</head>

<body>

<input type="button" value="Run" onclick="MyRun()">

</body>

</html>

01:

02:

03:

04:

05:

06:

07:

08:

09:

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

〔sample1.hta〕

HTML の部分
〔本体＋見た目〕
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HTAApplication(例①) シンプルな HTML アプリケーション

<html>

<title>Sample</title>

<head>

<script type="text/javascript">

resizeTo(400,300);

function MyRun() {

MyShell = new ActiveXObject("WScript.Shell") ;

MyShell.Exec('notepad') ;

MyShell = null ; 

}

</script>

</head>

<body>

<input type="button" value="Run" onclick="MyRun()">

</body>

</html>

01:

02:

03:

04:

05:

06:

07:

08:

09:

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

〔sample1.hta〕

Javascript の部分
（ボタンの配置）

Javascript の部分
（メモ帳の起動）

〔プログラム〕

〔部品の配置〕
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HTAApplication(例②) HTML と Javascript の分離

<html>

<title>Sample</title>

<head>

<script type="text/javascript">

resizeTo(400,300);

function MyRun() {

MyShell = new ActiveXObject("WScript.Shell") ;

MyShell.Exec('notepad') ;

MyShell = null ; 

}

</script>

</head>

<body>

<input type="button" value="Run" onclick="MyRun()">

</body>

</html> 

01:

02:

03:

04:

05:

06:

07:

08:

09:

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

〔sample1.hta〕

〔HTML の部分〕

〔Javascript の部分〕
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HTAApplication(例②) HTML と Javascript の分離

<html>

<title>Sample</title>

<head>

<script language="JavaScript"

src="./sample2_2.js"></script>

</head>

<body>

<input type="button" value="Run"

onclick="MyRun()">

</body>

</html>

01:

02:

03:

04:

05:

06:

07:

08:

09:

10:

11:

〔sample2_1.hta〕

resizeTo(200,200);

function MyRun() {

MyShell = new ActiveXObject("WScript.Shell");

MyShell.Exec('notepad') ;

MyShell = null ; 

}

01:

02:

03:

04:

05:

06:

07:

08:

09:

10:

11:

〔sample2_2.js〕

〔HTML の部分〕 〔Javascript の部分〕

分離すると管理が楽！



Page 19HTAApplication

HTAApplication(例③) SAS ファイルに文字を追記

②「実行」をクリック
すると .SAS が生成

① アプリを起動

%let n = 10 ;
%let k = 3  ;
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HTAApplication(例④) メニュー選択を実装

〔sample4_2.hta〕

① アプリを起動

② メニュー●とリンク先を
選択し「OK」をクリック
すると、別アプリが起動

〔sample4_1.hta〕



Page 21HTAApplication

HTAApplication本日のメニュー

ツール作成の動機

HTML アプリケーションって何？

「例数設計くん」の紹介 ←
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HTAApplication簡易ツール「例数設計くん」

〔本稿の方法の適用例として例数設計ソフト作成例を紹介〕

★「例数設計くん」の機能概要

- 例数の算出：各種パラメータと検出力を入力

- 検出力の算出：各種パラメータと例数を入力

- 検出力カーブの作成：各種パラメータと例数を入力

★ 本報告の主張は「お手軽にソフトが作成できます」がメインです

⇒ 例数設計ソフトの紹介がメインではありません！

⇒ 例えば、臨床試験に関するデータを解析するためのツールを構築

するときも同様の方法が適用できます



Page 23HTAApplication

HTAApplication

〔「例数設計くん.hta」と「files」フォルダの構造〕

簡易ツール「例数設計くん」
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HTAApplication「例数設計くん」で例数の算出

① メニューと検定手法を選択
して「OK」をクリック

② 各種パラメータと検出力を
入力して「OK」をクリック

①で生成

②で生成

(各ファイルのパスを格納)

(例数算出用のパラメータを格納)

_EXEから parameter.sas
と 01_ttest_01.sas を実行

proc power など
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HTAApplication「例数設計くん」で例数の算出

ods html file  = 'result.html' 

path  = "&_path1" style=styles.sasweb ;

proc power;   *--- proc power で例数設計 ;

twosamplemeans

test     = diff

meandiff = &_meandiff.

stddev   = &_stddev.

alpha    = &_alpha.

power    = &_power.

ntotal   = . ;

run ;

ods html close;

x "&_path1¥result.html" ;

01:

02:

03:

04:

05:

06:

07:

08:

09:

10:

11:

12:

13:

〔01_ttest_01.sas〕
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HTAApplication「例数設計くん」で検出力カーブ作り

② 各種パラメータと例数を
入力して「OK」をクリック

①で生成

②で生成

(各ファイルのパスを格納)

(例数算出用のパラメータを格納)

_EXEから parameter.sas
と 01_ttest_03.sas を実行

proc power など

data

グラフ作成
プログラム

裏で統計ソフト「R」を実行

① メニューと検定手法
を選択して「OK」
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HTAApplication
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HTAApplication本日のまとめ

〔メリット〕

GUI を備えたアプリが簡単に作成できる
⇒ GUI 上で SAS を実行してレポートが自動出力できる
⇒ SAS を知らない人でも SAS によるデータ解析ができる

メンテナンスが容易、開発・保守費用が比較的かからない

〔デメリット〕

他言語に比べて HTA に関する資料が少ない
OS のバージョンアップによる仕様変更が生じる可能性あり
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